
月

５

日

、

市

議

会

本

11

会
議
で
、
市
長
提
案
の
「
敬

老
乗
車
証
改
悪
案
」
と
「
学

童
保
育
利
用
料
値
上
げ
案
」

が

、

自

民

・

公

明

・

民

主

各

党

の

賛

成

多

数

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

採

決

に

先

立

っ

て

、

井

上

議

員

か

ら

「

賛

否

い

ず

れ

に

せ

よ

、

両

議

案

と

も

、

も

っ

と

慎

重

審

議

を

」

と

、

継

続

審

査

を

提

案

し

ま

し

た

が

、

三

党

は

こ

れ

を

否

決

、

採

決

と

な

り

ま

し

た

。

市

長

に
同
調
し
た
対
応
で
し
た
。

二

つ

の

市

長

提

案

に

つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、

改

悪

や

値

上

げ

方

針

の

撤

回

を

求

め

る

、

合

計

、

約

７

万

５

千

筆

以

上

に

も

及

ぶ

署

名

が

提

出

さ

れ

（

写

真

①

）
、

ま

た

議

会

に

も

請

願

・

陳

情

が

寄

せ

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

市

役

所

前

で
の
宣
伝
（
写
真
②
）
や
、

当

日

、

本

会

議

場

前

で

の

ア

ピ

ー

ル

（

写

真

③

）

等

々

、

市

民

の

皆

さ

ん

が

果

敢

に

活

動

さ

れ

て

こ

ら

れ

ま
し
た
。
共
産
党
か
ら
は
、

敬

老

乗

車

証

改

悪

案

・

学

童

保

育

料

値

上

げ

案

に

、

同

僚

の

河

合

よ

う

子

・

と

が

し

豊

両

議

員

が

、

そ

れ

ぞ
れ
反
対
討
論
し
ま
し
た
。

改

悪

案

は

、

敬

老

乗

車

①

当

初

の

想

定

よ

り

、

「

財

政

危

機

」

の

程

度

が

マ

シ

に

な

り

そ

う

だ

と

分

か

っ

て

き

た

。
「

危

機

」

の

前

提

が

変

わ

っ

て

き

て

い

る

。

当

初

の

想

定

に

基

づ

く

二

つ

の

改

悪

案

も

見

直
す
べ
き
。

②

大

企

業

や

富

裕

層

か

ら

応

分

の

税

金

を

集

め

、

国

へ

の

要

求

と

運

動

を

強

め

れ

ば

、

財

政

危

機

打

開

証

の

対

象

を

歳

～

に

し

75

て

、

～

歳

の

高

齢

者

70

74

を

排

除

、

乗

車

証

を

受

取

る

と

き

の

負

担

金

を

３

～

倍

に

値

上

げ

、

学

童

保

4.5育

は

所

得

に

応

じ

た

保

育

料

か

ら

、

利

用

量

に

応

じ

た

保

育

料

に

し

て

値

上

げ

す

る

も

の

で

す

。

来

年

度

か

ら

実

施

の

予

定

で

す

。

の

展

望

あ

り

。

そ

の

努

力

抜

き

に

市

民

へ

の

し

わ

寄

せ
は
、
い
か
が
な
も
の
か

。

③

敬

老

乗

車

証

は

外

出

効

果

の

検

証

が

必

要

。

対

象

縮

小

や

負

担

金

値

上

げ

の

影

響

予

測

が

不

十

分

。

④

学

童

保

育

は

そ

の

児

童

と

世

帯

だ

け

の

利

益

で

は

な

く

社

会

全

体

の

利

益

な
の
に
「
受
益
」
を
強
調
、

利

用

量

に

応

じ

た

負

担

は

福

祉

に

な

じ

ま

な

い

の

で

は
。
も
っ
と
議
論
を
。

最
近
の

相

談

か
ら

◎

水

道

代

・

電

気

代

・

ガ

ス

代

が

払

え

な

く

て

止

め

ら

れ

る

寸

前

。

と

り

あ

え

ず

止

め

る

の

を

待

っ

て

も

ら

い

な

が

ら

計

画

的

に

分

割
払
い
の
方
向
で
折
衝
中
。

◎

病

院

か

ら

「

退

院

」

と

言

わ

れ

た

が

、

家

で

は

老

々

介

護

。

医

療

も

心

配

。

◎

単

身

の

方

が

亡

く

な

ら

れ

た

後

の

荷

物

の

処

理

な

ど

で

家

主

さ

ん

が

困

っ

て

お
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
。

◎

道

の

凸

凹

の

改

修

、

マ

ス
の
フ
タ
の
修
繕
を
。

◎

腕

の

い

い

大

工

さ

ん

を

紹
介
し
て
ほ
し
い
。

◎

近

所

の

事

業

所

か

ら

ホ

コ

リ

が

飛

ん

で

く

る

。

改

善
を
。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです

日本共産党南地区委員会5 371-9164 自宅5 (F 兼)691-3323 （携帯） 090-7880-9442

日本共産党京都市会議員団 5２２２－３７２８ FAX ２１１－２１３０

市会議員団ホームページ http://cpgkyoto.jp/ E-mail info@cpgkyoto.jp ２０２１年 11 月 14 日

憲法 を暮 ら し に 生 か そ う

平和憲法を守ろう
１１月３日、文化の日、東山区円山公園音

楽堂で「平和憲法を守ろう」と、集会が開か

れ、その後、市役所までデモ行進（写真は河

原町通りにて）。元気に歩きました。沿道の

市民にもアピール。

「
継
続
審
査
」
と
の
井
上
提
案
を
拒
否
、

敬
老
乗
車
証
改
悪
案
、
学
童
保
育
料
値
上
げ
案
を
、

自
・
公
・
民
が
賛
成
多
数
で
可
決

写真上から、①署名提出、②街頭

での訴え、座り込み活動、③本会

議場前でのアピール行動。

井
上
議
員
の
「
継
続
審
査
と
す
べ
き
提
案
」
（
要
旨
）


